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12 月に入り大府市でも初雪を観測し、今年のカレンダーも最後の一枚となりました。２学期

は行事も多く最も長い学期と言われています。しかし、今年は５月末に授業に始まり、13 日間

の夏休み、さらに８月後半からは授業が始まり、「２学期は続くよ、どこまでも♪」と一段と長

く感じる２学期となりました。課外活動やいしがせっ子フェスタなどの大きな行事も中止となり

ました。また、運動会も大規模校ならではのライブ動画配信での参観などの苦渋の決断をし、学

校もこれまでに経験のない試行
し こ う

錯誤
さ く ご

が続きました。子どもたちももっと元気に遊びたいところを

がまんしながらよくがんばった２学期でした。  

11 月９日から 12 月 10 日までマラソンタイムを行いました。

子どもたちのあふれんばかりの笑顔や真剣に記録に挑戦する姿が

ありました。「一緒に走ろう」と子どもから誘われ、「仕方ない

なあ」と言いながらもうれしそうに一緒に走る先生の姿がすてき

でした。心温まる光景でした。また、11 月には大府市内の小学校

で「キーボード入力コンクール」が行われました。みごと６年生

が市内で優勝しました。個人の部でも多くのいしがせっ子たちが

入賞する大活躍でした。現在、大放課や授業など多くの場面で、子

どもたちはタブレットやＩＣＴ機器を毎日のように活用していま

す。表彰を受けた子たちのブラインド入力は当たり前、その入力のスピードは、私など全く足元

にも及びません。子どもたちの将来への可能性を大きく感じています。コロナ禍ではありますが、

子どもたちは確実に学びを積み上げ、元気に遊び楽しい学校生活を送っています。さらには、コ

ロナ禍で保護者や地域の皆様には、子どもたちの活動を見守っていただくとともに、学校に対し

ても様々な場面でご理解やご支援いただき、深く感謝いたします。皆様の「協育」の力に支えら

れて大きなけがや事故もなく２学期を終えることができました。ありがとうございました。  

今月 14 日に今年の漢字として「密
みつ

」が選ばれました。令和２年を象 徴
しょうちょう

する言葉となりまし

た。「密」をさけるために、オンライン化が進み、「目で見ること」「話を聞くこと」が情報の中

心となり、対面して気づく、人の表情、におい、肌の温もりなど、人にとって大切な情報が少な

くなっています。これは子どもたちにとってとても大きな問題です。今年、そんな場面に出会っ

た二人のいしがせっ子の話です。一人目の子は、「運動会は家でみんなが応援してくれたけど、

やっぱり家の人に『がんばれー！』と生の声で応援してほしかったな。そうするともっと元気が

出たけど。」と私に本音を話してくれました。二人目の子は、授業でなかなか落ち着けないので、

ある先生が相談にのり、ずっと手を握っていたら握り返してくれました。だんだんと気持ちが落

ち着いて少しずつ話ができるようになりました。子どもたちにとっての本当の安心には、人の温

もりを感じられる環境が大切だと教えられました。10 月から 11 月にかけて、ＰＴＡトイレそ

うじを希望されたみな様に行っていただきました。そのときに参加された方が「今回の活動で本

当に子どものための活動できた気がしました。」と話してくださいました。保護者の方が子ども

に関わり合うことの大切さを教えていただいた言葉でした。今後のＰＴＡ活動の柱になりそうな

言葉です。新しい危機管理体制をふまえ、手探りでの中止や修正を繰り返してきました。今後は

ポストコロナに向けて、積み上げた経験を生かして改革へと向かうことができるように、来年に

向けての準備を進めてまいります。  

いしがせっ子の皆さん、まもなく冬休みとなります。ところで、どうして年末年始を冬休みと

するのでしょうか。寒いからでしょうか。しかし、一年で最も寒いのは１月末です。どうして１

２月末から１月初めが冬休みなのか。それは年末年始を家族で大切に過ごしてほしいからです。

クリスマスやお正月を家族でのんびりなかよく過ごす時間も大切です。大そうじや家族のお手伝

いができるといいですね。愛知県からも「厳重
げんじゅう

警戒
けいかい

」を出して「年末年始での対策
たいさく

徹底
てってい

」を呼び

かけています。冬休み中の体調管理や交通事故には十分に気をつけて生活し，休み明けには大き

く成長した姿を見せてくださいね。 

校 長  松 山  靖  

人の温もりを感じられる環境を！ 
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終業式に学年の代表が発表を行いました。その一部を紹介します。 

令和３年度の主な行事予定  

令和３年度の学校行事についてお知らせします。予定ですので、今後変更があるかもしれません。  

確定した日程は，新年度にお知らせします。  

予定日 行  事 予定日 行事 

4 月 6 日（火）  入学式  9 月 1 日（水）  2 学期始業式  

4 月 7 日（水）  １学期始業式  9 月 2 日（木）  給食開始  

4 月  9 日（金）  

  19 日（月）  

給食開始２～６年  

    １年  

9 月 16･17 日(木･金) 修学旅行  

10 月 12 日（火）  学校公開日（5 限）  

4 月 22 日（木）  学校公開日(5 限) 

ＰＴＡ総会(6 限) 

10 月 23 日（土）  校内運動会  

10 月 25 日（火）  運動会代休  

4 月 30 日（金）  

5 月   6 日（木）  

住居確認(4 時間授業) 

（昨年度まで家庭訪問） 

12 月 14 日（火）  

   ～17 日（木）  

個人懇談会  

40 分 4 時間授業  

6 月 18 日（金）  学校公開日・野外活動説明会 

5 限後、引き渡し訓練  

12 月 22 日（水）  給食最終日  

12 月 23 日（木）  2 学期終業式  

7 月 9 日（金）  修学旅行説明会  1 月 7 日（金）  3 学期始業式  

７月 12 日（月）  

～15 日（水）  

個人懇談会  

40 分 4 時間授業  

1 月 11 日（火）  給食開始  

2 月 17 日（木）  学校公開日  

7 月 1６日（金）  給食最終日  ３月 17 日（木）  6 年生給食最終日  

7 月 20 日（火）  終業式  3 月 18 日（金）  卒業式  

8 月 4･5 日(水･木) 5 年野外活動  3 月 23 日（水）  給食最終日  

 
3 月 24 日（木）  修了式  

※来年度は、いしがせっ子フェスタにかわる学年ごとの公開日を設定する予定です。  

※家庭訪問は行わず、ご自宅の確認のみさせていただきます。ご自宅にいていただく必要はありません。  

タイトルの写真：マラソンタイムを楽しむいしがせっ子 

「２学期にがんばったこと」   ２年  

ぼくが、二学期にがんばったことは二つあります。  

一つ目は、図工の作品作りです。ぼくはいつも作品を作るときに、どんなものを作ろうかなやんで

しまいます。なんでもいいことや、答えのないことがふあんです。一つだけえらぶということがにが

手なのだな、と思いました。これから、一つだけということができるようになりたいなと思いました。 

二つ目は、係のしごとをがんばりました。ぼくは、にこにこがかりのしごとをしました。みんなが

楽しんでくれるようなあそびを、同じかかりの友だちと考えました。お楽しみ会の時には、クラスの

みんなが楽しんでくれたから、ぼくもうれしくなりました。これからも、みんなに楽しんでもらえる

ような会を考えて、にこにこがかりをつづけていきたいです。  

「仲間の大切さ」 ４年  

運動会のねじれうずは、最初好きではなか

ったけれど練習していくうちに、仲間と仲良

く、仲間を信頼するようになっていきました。

そのおかげで、がんばる勇気がでて､ねじれう

ずが楽しくなってきました。  

もう一つの思い出は校外学習です。コロナ

のえいきょうで､学年全体で遊ぶ事は今まで

ありませんでしたが、この校外学習で学年全

体の人と少し仲良くなれたのが嬉しかったで

す。運動会と校外学習のおかげで、「仲間っ

て大切なんだなあ。」と強く思いました。  

三学期も仲間とえがおで楽しく、正しく、

たくましくやっていきたいと思います。  

「本当の『努力』」６年生  

私は国語が得意ではありませんでした。テスト

でも、よく見れば分かるような問題でつまずいて、

ミスをしていました。自分には読解力がないのか

なあと考えたこともありました。読解力があった

方が国語の成績が上がるのかなあと考えた私は、

努力することにしました。買ってもらったドリル

で勉強したり、まんがより小説を読んだりするよ

うになりました。しばらくしてお母さんが「国語

の成績があがっているね、すごいよ。」と言って

くれました。  

本当の努力とは、自分の全力をつくし、何かを

成しとげる、ということだと思います。そうと分

かったから、私はこれからも本当の「努力」をし

ていきたいと思います。  


